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研究成果の概要 

 

 近年、モビリティ産業や製造業において IoTを巡る環境が急速に変化し、製造業におけるデジタ

ルツインや高度 IoTデバイス導入によるスマート工場化、次世代型モビリティにおける高度自動運

転をはじめ、AI/IoT/ビッグデータ活用の需要とサービスが大きく変化している。本研究では、次世

代のスマート工場・モビリティ機器の完全自律化実現に向け、リアルタイム予測に基づくデータ駆

動型オペレーション最適化システムの開発を目標とする。研究代表者（松原）がこれまでに先行研

究（さきがけ）で開発した世界最先端のリアルタイム解析・将来予測技術をベースとし、新たな独自

技術を創出することで、オペレーション完全自律化サービスを実現する。具体的には、IoTデバイ

ス・各種センサによって収集されるシステム全体のあらゆる稼働情報と周辺環境情報をリアルタイム

に収集・解析・モデル化し、高速に要因分析と将来予測を行うことで、オペレーションの最適化をリ

アルタイムかつ自律的に行うための新たな AI技術基盤を開発する。 

 本年度は、本研究の目的であるリアルタイム予測に基づくデータ駆動型オペレーション最適化シ

ステム開発の達成に向け、主に、開発項目②「条件付き予測とデータ駆動型自律オペレーション

最適化技術の開発」について取り組んだ。より具体的には、去年度において実施した、開発項目

①「多属性時系列データのためのリアルタイム予測アルゴリズムの開発」の成果である時空間非線

形動的モデリング手法をベースとし、大規模時系列動的モデル群の高速学習手法の構築を行うこ

とで、リアルタイムかつ動的に変化する多様なイベント予測を高速かつ高精度に行うためのストリー

ミングアルゴリズムを開発した。 

 開発した要素技術に関する研究成果発表を国内外において実施し、データマイニング・Web関

連のトップ国際会議において、複数件論文が採択された（ACM SIGKDD2022、ACM 

CIKM2022、ACM Web Conference (TheWebConf/WWW) 2023にて 2件等）。また、本研究にお

ける成果は、技術の有用性、独自性が高く評価され、国内外での複数件の受賞を得た（科学技術

分野の文部科学大臣表彰「若手科学者賞」、2022 AI 2000 Most Influential Scholar Honorable 

Mention in Data Mining等）。 
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